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インストール
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ステップ１：インス
トールプログラムを
ダウンロードし実行

設定プログラ
ム（アプリ）を
ダウンロード

必要に応じて、サ
ンプルデータをダ
ウンロード

詳しくはインストー
ル説明書（別紙）を

ご覧ください。

https://iv-i.org/ivimodeler/



(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

メニュー画面
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１６のチャート

① 困りごとチャート

② なぜなぜチャート

③ 目標計画チャート

④ 組織構成チャート

⑤ いつどこチャート

⑥ やりとりチャート

⑦ 活動展開チャート

⑧ 見える化チャート
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⑨ モノコトチャート

⑩ ロジックチャート

⑪ 割り振りチャート

⑫ 状態遷移チャート

⑬ プロセスチャート

⑭ データ定義チャート

⑮ コンポーネントチャート

⑯ レイアウトチャート
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① 困りごとチャート
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困りごとチャートは、現場の困りごとをボトムアップで
定義するためのツールです。ブレーンストーミング的
に、現場のさまざまな事実をことばで記述していきま
す。「こうしたい」という要望ではなく、「こうである」と
いう事実からスタートし、それがどのような意味、解
釈なのかを示してください。ここでは原因を探すので
はなく、事実を解釈し、それを課題として共有するこ
とが重要です。

7



(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative 8



一般社団法人インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ

② なぜなぜチャート
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• なぜなぜチャートでは、このましくない現実からス
タートし、その原因となる現実をたどっておき、真
の原因、真の課題を明らかにするためのツールで
す。ここで矢印は、因果関係を示しています。

• 事実に対して、それをどうしたいのかという課題が
明らかになっている場合は、その都度、事実に課
題を吹き出しで追記します。

• 事実、現実は、自分たちでなんとか変えられるもの
と、外部要因で変えられないものがあります。その
ような外部要因は、「出来事」として区別して定義し
ます。
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③ 目標計画チャート
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• 目標計画チャートは、ＡＳ－ＩＳとしての現状を、ＴＯ
－ＢＥとしてのあるべき姿へ移行するにあたり、そ
れぞれを初期状態、最終状態と定義し、その間の
状態を細かく定義することでステップをふんで結果
を出すためのツールです。あるいは、プロジェクト
型の非定常的な業務もこのチャートで表現できま
す。

• それぞれの状態は、吹き出しとして定義される事
実によってより詳細に説明できます。また、２つの
状態を矢印で結び、状態の移行の過程で必要とな
る業務を吹き出しで定義します。さらに、状態に対
する外部要因として「出来事」も定義します。
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④ 組織構成チャート
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• 組織構成チャートは、目的を達成するための機能
が、人、モノ、情報、そしてさまざまな業務からなる
組織で構成されている場合に、その構成を明らか
にするためのチェートです。組織は、業務と担当者
である役者で構成されており、各役者は組織内の
業務を遂行するための活動が割り当てられていま
す。

• 組織設計においては、ここで定義された各組織に
ついて、その目的や現在の状態なども必要に応じ
て定義します。
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⑤ いつどこチャート
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• いつどこチャートは、定型的な業務の流れ（業務フ
ロー）を表します。ここでは、横方向に組織を並べ、
縦方向に状態やステージ、フェーズなどを定義し
ます。ステージ、フェーズは、IVRAの経営レイアの
４つのサイクルもこれに対応します。

• チャートでは、該当する位置に業務を配置します。
業務は組織の活動を大きく括った単位です。さら
に、業務と業務の間で、モノ、情報の移動がある場
合は追記します。最後に、各業務において、特徴
的な活動がある場合は吹き出しとして追記します。
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⑥ やりとりチャート
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• やりとりチャートは、もっとも利用頻度が高い
チャートであり、ＡＳ－ＩＳ、ＴＯ－ＢＥのシナリオを描
くときに利用します。やりとりチャートの特徴は、実
際に登場する人、担当者などが、役者として定義
され、その具体的な活動が定義されることです。

• 各役者は、情報またはモノに対する何らかの操作
をするか、あるいは内部的な（頭の中での）処理を
します。役者間でモノや情報のやりとりがある場合
は、矢印とともに定義します。

• モノや情報が独自に、あるいは自律的になんらか
の振る舞いをする場合は、プロセスとして定義しま
す。また、これらがＩｏＴとしてデータ化される場合は、
デジタルマークを設定しておきます。
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⑦ 活動展開チャート
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• 活動展開チャートは、役者が行う活動を、さらに操
作のレベルまで詳細化するためのチャートです。
各活動は、モノや情報に対してなんらかの操作を
することが多いので、その内容が定義されます。

• １つの活動は、複数の操作で構成されており、基
本的にここで定義された操作はその順で実行され
るものとします。各操作が、情報のインプットやア
ウトプット、あるいはモノの移動や変更を行います。

• これは、作業手順書に相当するものといえます。
デジタル機器を用いる場合でも、基本操作はフィジ
カルなモノや画面などを対象とするため、直接の
対象はモノ、または情報とします。
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⑧ 見える化チャート
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• 情報の具体的な表記方法を示します。伝票や帳
票、あるいはホワイトボードなど、人が判断する情
報は、見える化の過程のなかで、なんらかの形で
加工されレイアウトされています。図や表なども表
記パターンのひとつです。見える化チャートは、こ
のような情報の表示形式を示します。

• デジタル機器などを利用する場合も、画面のレイ
アウトやグラフィカルユーザインタフェースなどは、
見える化チャートで定義します。ここでは、項目お
よびその取り得るステータスの定義、そして、入力
や表示のためのプロセスなどもあわせて定義しま
す。
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⑨ モノコトチャート
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• モノコトチャートは、モノとモノとの関係、モノの振る
舞い、機能を定義するためのチャートです。生産
現場での設備や機械の機能、管理項目、構成部
品など、デジタル化される前の実際のモノをフィジ
カルな世界のなかで定義したものです。ここで定
義された項目の一部が、デジタル化されデータとし
て共有可能となります。

• モノには、その機能や振る舞いをプロセスとして定
義します。項目やパラメータはステートをもち、いく
つかの状態の中で遷移します。また、特徴的なイ
ベントを定義し、それをトリガとして他の活動や処
理につなげることもできます。
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⑩ ロジックチャート

41



(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative 42



(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

• ロジックチャートは、デジタルな処理をサイバー側
で行う場合のその内容を説明するためのチャート
です。ロジックは、システムのユーザーから見て機
能として認識できる単位です。これに対して、プロ
セスは、インプット、アウトプットがある特定の処理
ですが、それ単体では機能が完結していない単位
です。ここでは、ロジック単位に、その入力、出力と
なるデータと、構成するプロセスを定義します。

• 加えて、ロジックによって、状態がどのように変化
するかをステートによって表現し、また、トリガとな
るイベントや終了、例外などのイベントも定義でき
ます。さらに、関連するモノ、情報も定義できます。
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⑪ 割り振りチャート
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• 割り振りチャートは、モノや情報における項目が、
データのどの項目に相当するかの割り振りを行う
ためのチャートです。これは、サイバー世界とフィ
ジカル世界をつなぐための設定ということができま
す。対応づけは、モノ、情報、データの単位ではな
く、モノ項目、情報項目、データ項目の単位となり
ます。

• 多くの場合は、モノ、情報のフィジカル側から該当
するサイバー側のデータを対応づけますが、逆に
データ側から該当するフィジカル世界の項目を検
討することもあります。対応関係が１対１であると
は必ずしも限りませんが、ここでは変換のための
詳細な記述は省略します。
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⑫ 状態遷移チャート
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• 状態遷移チャートは、ある状態が、イベントによっ
て別の状態に遷移する様子を定義するためのも
のです。それぞれの状態は、項目および項目のス
テート（の組み合わせ）によって定義されます。

• ここでは、モノや場面における有限の状態をあら
かじめ定義し、続いて、その状態を別の状態に遷
移させるためのイベントを定義します。そのイベン
トを発火させるプロセスがある場合はそれを吹き
出しとして定義します。

• このチャートは、モノコトチャートややりとりチャート
などの補足説明用としても利用できます。
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⑬ プロセスチャート
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• プロセスチャートは、人が行う活動以外のプロセス
として、ロジックのプロセス、モノのプロセス、情報
のプロセスの詳細な構造を定義します。ここでは、
プロセスを構成する手順を列挙します。これらの手
順は定義された順に実行されることを前提とし、こ
まかな分岐や繰り返しなどの指定はできません。

• 各手順について、入力や出力となるデータを定義
し、矢印で結びます。また、イベントとして、トリガと
なるイベントや正常終了、例外なども定義します。
さらに、プロセスを実行した結果として、どうなって
いているのか、あるいは事前にどのような状態で
あったのかをステートとして定義します。
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⑭ データ定義チャート
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• データ定義チャートは、対象となるデータの関係構
造を表すものです。これは、ＩＴシステムの設計に
おけるＥ－Ｒ図（エンティティーリレーション図）ある
いはデータベーススキーマに相当するものです。

• 定義では、データおよびデータ項目を設定し、デー
タ間の関係をインタフェースでつないでください。こ
れは、データベースの外部参照（ＪＯＩＮ）に対応し
ており、外部キーとなる項目とインタフェースをつ
ないだうえで、それが連結するデータ全体とながり
ます。データの主キーは、複数でもかまいません。
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⑮ コンポーネントチャート
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• コンポーネントチャートは、コンポーネントベンダーや
サービスプロバイダーが、自社の製品やサービスをコ
ンパクトに定義するためのチャートです。ここでは、ロ
ジックおよびそれが利用するデータを定義し、ロジック
の内容としてプロセスを定義してください。

• データの接続にあたっては、インタフェースとして公開
されているデータの名称を示してください。外部とは、
データの他に、イベントを利用する場合もありますので、
識別可能なイベントも定義してください。

• また、説明のために、実際に配置する際にどのような
モノ（デバイス）、情報（画面など）が対応するかを定義
してください。
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⑯ レイアウトチャート
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• レイアウトチャートは、最終的にＴＯ－ＢＥのしくみ
として、業務シナリオが実際に存在する場所にお
いて、どのようなレイアウトで、何がそこに存在し、
コンポーネントなどのＩＴ側のリソースを用いて実現
されるのかを示します。さらに、ＴＯ－ＢＥシナリオ
の一部を役者とその活動のダイジェストによって示
します。

• チャートでは、各エリア（場所）ごとにモノ、情報、役
者、コンポーネントを示し、エリア間を移動するモノ
や情報がある場合はそれを示します。データはサ
イバー側で移動するために、ここでは示す必要は
ありません（示してもかまいません。）
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リポジトリ
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問題発見
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問題発見に関連するデータ

解釈・・・ ＡＳ－ＩＳとしての現実を、特定の立場から
の評価を加えたもの

課題・・・ ＡＳ－ＩＳの事実に対する解釈として課題を
記述したもの

事実・・・ 現状の課題につながる事実を記述したも
の

目標・・・ ＴＯ－ＢＥとしてあるべき姿をことばで記述
したもの。

出来事・・・ ＡＳ－ＩＳ、ＴＯ－ＢＥにおいて、現実に起き
ると想定される外部要因

業務・・・ あるべき姿における仕事、あるいはあるべ
き姿に変えるための仕事

状態・・・ あるべき姿において業務によって想定され
るさまざまな状態
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問題共有
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問題共有に関連するデータ

組織・・・ 役者が所属する組織。組織は階層化可能
役者・・・ なんらかの仕事をする担当者の役割
活動・・・ 仕事の具体的な内容。主に情報はモノを

操作する

活動手順・・・活動を構成するステップ。情報やモノを１
つだけ操作する。

情報・・・ 人（役者）が判断し行動するための表記さ
れた数や図形。

情報項目・・・情報を構成する項目。数字や文字や日付
など、図や写真もあり。

モノ・・・ 物理的に存在するもの。操作または移動
の対象となる。

モノ項目・・・ モノの特徴を表現する項目。データの項目
に変換される場合がある。
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課題設定
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課題設定に関するオブジェクト

データ・・・ ロジックによってプロセスが処理可能な単
位。

データ項目・・・データを構成する項目。データ項目に
対して値が設定される。

ロジック・・・ 複数のプロセスから構成されるまとまった
機能の単位

プロセス・・・ データあるはモノや情報を操作するサイ
バー上の操作。

プロセス手順・・・プロセスを構成する１つのステップ。こ
の単位で実際のデータ項目などを操作。

イベント・・・ ロジックやプロセス、あるいは活動を起動
させるトリガー、あるいはその結果

ステート・・・ ある状態を定性的、定量的に表現したもの
項目の値によって複数のステートがある。
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課題解決
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問題解決に関連するデータ

コンポーネント・・・ロジック、データ、イベントからな
る製品、サービスのプロバイダが提供する単位

インタフェース・・・ コンポーネント間の接続方法、
データ間の接続にも利用する

エリア・・・ 場所を表す単位。コンポーネントやモノ、
情報の物理的な位置を示す。

事業所・・・ 工場や企業など、物理的に離れた位置
にある単位を示すもの。

プラットフォーム・・・コンポーネント間をつなぐための
しくみ。

プロバイダ・・・コンポーネントやプラットフォームを提
供する企業。
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